
令和５年度特色ある区づくり事業に向けて各部会で集約していただいたご意見等　一覧

【令和４年度区企画事業に対するご意見等】

提案部会
整理
番号

事業名 担当課

1 西区安心安全なまちづくり支援事業 総務課

2 きれいなまちづくりサポート 区民生活課

3 全体 -

4 西区健康ステップアップ事業

5 地域共生の西区づくり事業

6 西区スポーツスマイルプロジェクト

7
出動！西区地域盛り上げ隊
（中学生みらいデザイン編）

8 西区の美味しい農産物魅力発信事業

9 西区サスティナブル農業支援

10 西区のくらし・魅力発信事業 地域課

・世代ごとに様々な魅力発掘を。
・１０代向け　学校、大学との連携、コミュニケーションスキルを高める
・２０～３０代向け　外に向けて発信、イベント交流のやり方
・子育て世代　地域の安全を守るインフラや企業、人や設備をＰＲ
・シニア世代　歴史の語りべ、景観、Ｕターン、Ｉターンの経験を語る
・人と人のつながり（生産者と消費者、飲食店、新規参入者をつなぐ）
・各ライフステージにおける暮らしやすさを発信していけたらよいのではないか。

農政商工課

健康福祉課

地域課

区役所企画事業に対するご意見

第１部会

・防災に関しては力を入れて欲しい。部会に出席していて感じるが、委員は自分の地域を熟知しておられ、想いももっている。故に、西区統一
のルールや仕組みに対しては、自分の地域と照らし合わせて、「うちは高齢者割合が多いから」「うちは～だから」と関心を薄くしてしまうことが
あると思う。
時間はかかるが、要支援者支援研修会等のように、その年度の対象地域が少なくても、地域に沿った支援計画を作るためのノウハウを各地
域に届けていただきたい。
・要援護者名簿に疑問がある。本当に自治会の支援が必要な方なのか。候補者が上がってきた時点で精査できると良い。

・行政と自治協議会の企画は各々が検討しているように見えるが、ベクトルを合わせて行政が地元意見を拾いたい事業について住民代表で
ある自治協議会に投げかけて検討してもらえれば無駄がなく効率的に行えるのではないか。

第２部会

・各事業の主な内容において、前年度内容の廃止または新規で実施する際の根拠が不明瞭と感じたため、事業の必然性についてもう少し説
明していただきたい。
・最近のコロナ感染拡大のリスクを考慮した取り組みの実施が求められると考える。
・過去の状況から、新型コロナウイルスの動向を予測したうえで事業展開を考えたほうがよい。

・特定健診について、高齢者となると、既往症もあることから病院で定期的に各種検査をしているが、この場合の特定健診の対応はどうすれ
ばよいか。
・誰でもどこでも健康教室について、茶の間や自治会向けチラシを作成してほしい。

・ケアマネージャー対象の研修会等（不特定の一般区民対象だけでなく）様々なステークホルダーや地域のリーダー・指導者の連携や質向上
につながる研修は長いスパンでの基盤づくりとしても有効だと考える。今後（来年度以降）も対象を拡大・発展させることに期待する。

・イベント型の講習会もいいが、定期的な体操の場への支援や、通った成果がみえる健康チェックなども行ってほしい。
・コロナ感染状況が厳しい中で広く一般に募集する形の体験教室は実施・成果が難しい現状があるのではないか。事業（教室開催）中止があ
るならば、むしろコロナ禍でのニーズや学校部活の外部委託の課題などに合わせて代替事業（例：子どもの運動機会創出プラン実施、地域の
スポーツクラブ等の活動継続支援など）の企画、実施はできないか。
・低体力の子ども向けの事業も検討してほしい。

・若い人たちの発想力で家族や地域と共に何かできるか、これからの地域を考えてもらいたい。

第３部会

・学校給食で郷土食や家庭の味など、美味しいメニューを考えてまちのＢ級グルメにしてはどうか。
・特産物を加工し、加工食品ならではの味わいを作って販路を拡大する。サクセスストーリーを作ってＰＲし、注目されるきっかけにするととも
に、こども達に愛着をもってもらう。

・西区農業女子の取組み興味あります。マスメディア、ＳＮＳでまめな発信があれば注目されると思います。
・里親制度の内容がよく分からないので詳しく知りたい
・耕作放棄地を市民農園として活用できないか。

資料３



【令和４年度自治協議会提案事業に対するご意見等】

提案部会
整理
番号

1 全体

2 環境美化

第３部会 3 魅力の発掘

アートフェ
スティバル
特別部会

4 アートフェスティバル

・空き家は西区だけの問題ではない。市全体が動かない中で西区としてどう取り組むかが問題。
・取り組み期間が２年では取り組みのきっかけにはなるが、課題を解決するのは難しい。
・自治協議会にできることは解決に向けた仕組みづくりではないか。長い年月をかけて繰り返し、地域に還元する。
・事業をやることできっかけづくりにはなっているのでは。自分の地域に持ち帰って取り組みにつながれば良い。

第１部会

・アートフェスティバルは、毎回、大学生や子供たちの活躍の場があり、またそれを地域全体で支えていて、ありがたい取り組みだと感じてい
る。昨年度とその前の年度はコロナによって音楽芸能団体の発表が中止となったが、今年度こそは、何とか実現してほしい。

自治協議会提案事業に対するご意見

・地域課題を解決するのは2年任期では難しい。区民に対して、ポイ捨てゴミに関心をもってもらうきっかけになれば、それが成果だと思う。事
業に参加しようとするパートナー企業もでてきた。個人参加する人への環境(PIRIKAイベント開設、景品準備)も整った。課題が大きすぎて、地
域が広すぎて成果が見えにくいことが残念だなと思ってはいるが、成果ありと思う。
・取り組みの推奨アピールが不足している、存在を知っていれば参加者の手もあがるはず。
・課題に対するアプローチ方法が区民にわかるような見える化をはかるとよいのではないか。
・単発的な成果のみで持続的な取り組み、基盤が作られていないと感じる。
・ごみ拾い活動は継続してほしい。
・行政と自治協議会の企画は各々が検討しているように見えるが、ベクトルを合わせて行政が地元意見を拾いたい事業について住民代表で
ある自治協議会に投げかけて検討してもらえれば無駄がなく効率的に行えるのではないか。
・環境美化の問題をごみ問題として絞り込み、提案事業としてまとめるまでに時間を要したこともあり、具体的な成果が見込めるか不安が残
る。
・部会の所管分野の取り組みとして、過去の事例を振り返ると課題が限定されてきている。
・パートナー制度の拡充のため、宣伝を強化したほうがよい。

・西区にもともと住んでいる方には何でもないことでも、他県から来た学生や会社員から見れば、驚くことや素晴らしいと感じるものが多々ある
と思う。そのような方々かたも話を聞いて、隠れた魅力を発見できればいいと思う。
・第３部会の関連する事業やその他の事業について、それぞれがバラバラに存在しているように見えるので、関連し合いながら大きく一つにま
とまっていることが見えるようになると、区民ももっと理解しやすくなるのではないかと思う。


